
＜愛知大学経済学部大澤正治教授「環境」公開ゼミ＞

「ツルネン・マルテイさんが北軽井沢にフィンランド風エコを蒔く」レポート

時期：2008年９月１３・１４日

場所：群馬県吾妻郡長野原町北軽井沢くりの木プラザ、北軽井沢高原、スウィートグラス

主催：愛知大学経済学部大澤正治ゼミ

企画・運営協力：あさま北軽スタイル プロジェクト準備室

特別講師：参議院議員ツルネン・マルテイ氏

内容

ツルネン・マルテイ氏講演

大澤正治教授とツルネン・マルテイ氏対談

北軽井沢散策

懇親会

北軽井沢視察

この公開ゼミは愛知大学経済学部の大澤ゼミの主催で開催された。大澤教授は環境と社会の

様々な関わりを分析・実践し、主に循環型社会経済・持続可能な社会経済を中心に研究されてい

る。また大澤教授は幼少の頃よりこの北軽井沢の地に縁があり、その自然・環境等にも親しまれ

ている。今回その北軽井沢に似た気候風土、社会環境を持つフィンランドの出身でありエコロジ

ーに関し深い造詣を持つ参議院議員のツルネン・マルテイ氏をお招きし、フィンランドの人々の

暮らし方、特に「Luomu(ルオム)」というライフスタイルについて講演をしていただいた。



「Luomu」とは一言で言うと「大自然に従うライフスタイル」であり、時間を含めた環境と経済

のバランスを考えることという。現在エコロジーに関する様々な情報が氾濫する中、ツルネンさ

んはフィンランドの人々のナチュラルで質素であり豊かなその暮らしぶりについて静かに語りか

けてくれた。

その中で最も興味深かったのは都会で暮らしている人々が、夏の１ヶ月以上を別荘で暮らすと

いう点だ。ほとんどの家では別荘を広大な敷地と共に所有しているという。そして夏、フィンラ

ンドの人々は森・湖を目指して移動する。その１ヶ月の間に１年分の薪を集め、森で植物を採集

し、湖で釣りを楽しむ。つまりその一ヶ月はほとんど狩猟採集時代に戻ったような生活というこ

とだ。フィンランドの人々の祖先は数千年前西アジアから移動してきたということだが、それは

太古からの民族の営みの記憶を忘れないようにする為の行動にも思われる。日々新たな生活スタ

イルに更新されているような日本との違いは興味深い。また日本で「別荘」というと、都会のわ

ずらわしい生活から離れ、静かな生活を送る隠遁生活のような暮らしを思い浮かべる。「庵」の

中から窓の外を眺め、自然と共に生きるような生活。しかしフィンランドのそれはどんどん森へ

湖へと分け入っていくアクティブさが感じられる。

一般的に別荘の敷地は１ヘクタール以上あるということだが、その理由は近隣の人と顔を合わ

せないためという。基本的に友人もあまり呼ばず家族だけで過ごす。夜はＴＶもあまり見ず、読

書や音楽鑑賞、家族との会話で時を過ごすという。それは人との関わりあいが煩わしいというよ

りも、都会での忙しい生活の中ではできない家族との時間・自分と向き合う時間を大切にすると

いう側面が強いようだ。

また北欧のインテリア・家具などというと、自然の素材感を大切にした、生成りのものを思い

浮かべる。日本も神道的な感覚により自然物の素材感を大切にした。戦後アメリカ軍が日本家屋

を接収した際、彼らは塗装の施されていない柱や梁にペンキを塗って生活したというが、この点

は他の国々と異なる特徴的な部分であると思われる。

今回フィンランドと北軽井沢の気候風土、社会環境が似ているということもあり、「Luomu」

という生活について考えてみようという意図があったが、その根底にもつ文化の共通点または相

違点についても考えていきたい。また元々軽井沢という土地自体、欧米の宣教師達が自然の中で

の欧米的な暮らし方を広める場でもあったように、今後新たに「Luomu」という暮らし方が北軽

井沢の場から広がっていけばと思い、本ＮＰＯでは「Luomu」をひとつのテーマに様々なプロジ

ェクトに取り込むこととなった。

文責：ＮＰＯあさま北軽スタイル準備室　長田淳一（建築・デザイン Japonesia Design Office）



大澤教授／ツルネン氏講演

大澤教授とツルネン氏の対談

ツルネン氏と当プロジェクトスーパーバイザー小畑廣永氏／

ツルネン氏と当プロジェクトメンバー長田淳一

公開ゼミ参加者受講時／愛知大学生



スウィートグラス・キャンドルロードでの歓迎イベント

懇親会での大澤教授、ツルネン氏、大澤教授と学生たち

ツルネン氏の北軽井沢の農業・酪農視察


